
●八代市こども計画の概要について 資料１

八代市子ども・子育て支援事業計画について

平成２７年度～令和元年度 令和２年度～令和６年度 令和７年度～令和１１年度

【基本理念】 安心して子どもを生み育てることができるまち やつしろ

・子ども・子育て支援法第61条に基づく「子ども・子育て支援事業計画」として、すべての子どもの健やかな育ち
と 子育て中の保護者を支援するとともに、市民が子育てについて理解と認識を深め、家庭、教育・保育施設、
学校、事業者や行政機関などが相互に協力し、地域社会が一体となって子ども・子育て支援を推進する。
・次世代育成支援対策推進法による「市町村行動計画」として策定するとともに、市町村総合計画の子ども・子育
てに関連する分野の部門別計画として位置づけている。

第１期八代市子ども・
子育て支援事業計画

第２期八代市子ども・
子育て支援事業計画

八代市こども計画

見直し

見直し

八代市次世
代育成支援
行動計画

・子ども・子育て支援法が施行
・子ども・子育て支援新制度が開始

・こども家庭庁が発足
・こども基本法が施行

・こども大綱の策定

令和５年度～

計画期間：５年間

平成２７年度～
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【国の動き】
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八代市こども計画（仮称）の策定について

国のこども大綱
県のこども計画

を勘案

第２期子ども・子育て支援事業計画

子ども・子育て支援法に基づく

「子ども・子育て支援事業計画」

次世代育成支援対策推進法に基づく

「市町村行動計画」

八代市こども計画（仮称）

子ども・子育て支援法に基づく

「子ども・子育て支援事業計画」

次世代育成支援対策推進法に基づく

「市町村行動計画」

こども基本法に基づく計画

子ども・若者育成支援推進法に基づく

「子ども・若者育成支援計画」

子どもの貧困対策の推進に関する法律
に基づく

「子どもの貧困対策の推進計画」

少子化社会対策基本法に基づく

少子化に対処するための施策の
推進

・子ども・若者育成支援推進大綱
・子どもの貧困対策に関する大綱
・少子化社会対策大綱

※国の「こども大綱」

一元化

八代市総合計画

八代市地域福祉
計画

・八代市障がい者
福祉計画
・八代市障がい福
祉
計画
・八代市障がい児
福祉計画
・八代市保健計画
・八代市男女共同
参画計画

など

整合
連携

こども計画に一体的に作成

※こども基本法における「こども」の定義
第二条 この法律において「こども」とは、心身の発達の過程にある者をいう

こども基本法では、18歳や20歳といった年齢で必要なサポートがとぎれないよう、心と身体の発達の過程にある人を「こど
も」としています。こどもや若者のみなさんのそれぞれの状況に応じて、社会で幸せに暮らしていけるよう、支えていきます 9

市の関連計画

①

②

③

⑤

④

現在の計画（～令和６年度）

勘案
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【子ども・子育て支援法】
第６１条 市町村は、基本指針に即して、５年を１期とする教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の提供体制の確保その他この法律
に基づく業務の円滑な実施に関する計画を定めるものとする。
〔計画の内容〕
①幼児期の学校教育・保育に係る量の見込みと確保の内容及び実施時期
②地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保の内容及び実施時期
③教育・保育の一体的提供及び当該教育・保育の推進に関する体制の確保の内容
④子育てのための施設等利用給付の円滑な実施の確保の内容

①子ども・子育て支援事業計画

・幼稚園・保育所・認定こども園などの利用
ニーズの把握と受入れ体制の確保
・放課後児童クラブなどの子育て支援事業の
利用ニーズの把握と受入れ体制の確保

八代市こども計画（仮称）に一体的に作成する各計画等の内容について

【次世代育成支援対策推進法】
第８条 市町村は、行動計画策定指針に即して、５年ごとに、次世代育成支援対策の実施に関する計画を策定することができる。
〔計画の内容〕
①地域における子育ての支援
②母性並びに乳児及び幼児の健康の確保及び増進
③子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備
④子どもを育成する家庭に適した良質な住宅及び良好な居住環境の確保
⑤職業生活と家庭生活との両立の推進
⑥その他の次世代育成支援対策の実施

②次世代育成支援行動計画

・少子化対策の強化の一環として、次代を担うこ
どもが健やかに生まれ育成される環境を社会全
体で整備し、こども一人ひとりの育ちを社会全
体で応援する法律です。
・国、自治体、事業主は、次世代育成支援のため
の行動計画を策定することとされています。
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【子ども・若者育成支援推進法】
第９条２ 市町村は、子ども・若者育成支援推進大綱（及び県子ども・若者計画）を勘案して、
子ども・若者育成支援についての計画を定めるよう努めるものとする。
〔基本的な方針及び施策〕
①全ての子ども・若者の健やかな育成 ②困難を有する子供・若者やその家族の支援
③創造的な未来を切り拓く子供・若者の応援 ④子ども・若者の成長のための社会環境の整備
⑤子ども・若者の成長を支える担い手の養成・支援

③子ども・若者育成支援計画

・子ども・若者の健やかな育
成、子ども・若者が社会生
活を円滑に営むことができ
るようにするための支援そ
の他の取組について、総合
的な子ども・若者育成支援
のための施策を推進する。

【子どもの貧困対策の推進に関する法律】
第９条２ 市町村は、大綱（及び県計画）を勘案して、子どもの貧困対策についての計画を定めるよう努めるものとする。
〔基本的な方針及び施策〕
・貧困の連鎖を断ち切り、全ての子どもが夢や希望を持てる社会を目指す。
・親の妊娠・出産期から子どもの社会的自立までの切れ目のない支援体制を構築する。
・支援が届いていない、又は届きにくい子ども・家庭に配慮して対策を推進する。
・地方公共団体による取組の充実を図る
①教育の支援 ②生活の安定に資するための支援
③保護者に対する職業生活の安定と向上に資するための就労の支援 ④経済的支援

④子どもの貧困対策の推進計画

・貧困の状況にある子どもが健やか
に育成される環境を整備するとと
もに、教育の機会均等を図るため、
子どもの貧困対策を総合的に推進
する。

【少子化社会対策基本法】
第４条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、少子化に対処するための施策に関し、国と協力しつつ、当該地域の状況に応じた施策を
策定し、及び実施する責務を有する。
〔基本的な方針及び施策〕
①結婚・子育て世代が将来にわたる展望を描ける環境をつくる ②多様化する子育て家庭の様々なニーズに応える
③地域の実情に応じたきめ細やかな取組を進める ④結婚、妊娠・出産、子育てに温かい社会をつくる
⑤科学技術の成果など新たなリソースを積極的に活用する

⑤少子化に対処するための施策の推進



八代市こども計画の策定の進め方

庁内検討部会

八代市子育てに関するアンケート調査

令和６年４月実施
〇教育・保育・子育て支援のニーズ調査
〇子育て家庭の生活実態、貧困に関する調査
〇子ども・若者の生活実態、意識に関する調査

【こども基本法 第11条】こども等の意見の反映（義務）
地方公共団体は、こども施策の策定・実施・評価するに当たり、こどもや
子育て当事者等の意見を聴取して反映させるために必要な措置（例：こ
どもや若者を対象としたパブリックコメント、審議会・懇談会等の委員等
へのこどもや若者の参画促進、SNSを活用した意見聴取等）を講ずるも
のとする

こども・関係機関等からの意見聴取

・アンケート調査（実施済）
・高校生等へのヒアリング
・保育・子育て支援に関係する機関・団体からの意見聴取
・計画（案）の市民へのパブリックコメント
などを実施予定

市役所庁内の関係部署から意見聴取、提案
計画（素案）への意見

八代市子ども・子育て会議

子ども・子育て施策、計画策定等の
意見聴取、審議
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